
 

１ 岩手県教育振興計画 
 

１ 策定の趣旨 

平成21年度からの県総合計画となる「いわて県民計画」に併せて策定した「岩手の教育振興」が、

平成30年度で終了したことに伴い、令和元年度（2019年度）からの新たな教育振興の取組の指針とな

る「岩手県教育振興計画」を策定した。 

 

２ 計画の位置付け 

教育基本法第17条第２項に基づき、平成30年６月に策定された国の第３期教育振興基本計画を参酌

して地方自治体で策定することが求められている「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」

として位置付ける。 

また、この計画は、いわて県民計画（2019～2028）との整合性を図りながら、今後の教育行政を推

進していくうえでの、学校をはじめとした教育関係者等の指針とするものである。 

 

３ 計画の期間 

2019年度から2023年度までの５年間 

 

４ 計画の構成 

第１章 岩手の教育をめぐる状況 

第２章 目標・取組の視点 

第３章 具体的な施策の内容 

 

第１章では、岩手の教育の歩み、教育をめぐる社会の変化について概括的に延べ、岩手県の教育の

現状と課題について、「学校教育」と「社会教育・家庭教育」の２つの柱で総論を記述している。 

第２章では、計画の目標を定め、その目標を実現していくうえで、県民、教育関係者等が一体とな

って取り組んでいく岩手の教育振興の考え方及びその取組の視点等を示している。 

第３章では、今後５年間に実施する12の具体的な施策の内容を、「学校教育」と「社会教育・家庭

教育」の２つの政策分野を柱として、それぞれ「現状と課題」、「目指す姿」、「目指す姿を実現す

るための取組の方向性」、「取組にあたっての役割分担」、「具体的な推進方策」を示している。 

※岩手県教育振興計画 

https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/ 

001/018/748/h31kyouikushinkoukeikaku4.pdf 

                                                      

 

 

  



 

５ 計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


